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令和5年11月1日発行　第69号

2ひだか川議会だより

庁内の防災無線室

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
３
億
４
１
２
５
万
１

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
95
億
６
３

１
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
６
月
２

日
か
ら
３
日
の
豪
雨
に
よ

る
農
地
・
農
業
用
施
設
や

林
道
等
の
災
害
復
旧
関

連
、
農
業
経
営
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
補
助
金
等
を

計
上
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問

災
害
復
旧
費
の
中

の
産
廃
処
理
手
数
料
と
は

何
か
。

答

豪
雨
に
よ
る
倒
木

の
処
分
費
で
あ
る
。

問

大
又
藤
野
川
線
の

地
滑
り
の
発
生
箇
所
と
規

模
に
つ
い
て
説
明
を
。

答

町
道
の
山
腹
で
、

約
５
ｍ
ほ
ど
ず
れ
落
ち
て

い
る
。
復
旧
費
に
は
地
質

調
査
費
も
含
ん
で
い
る
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
１
０
０
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
14
億
４
８
２
９
万
７
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
国
保
税
に
お
い
て
、
還

付
金
の
不
足
が
生
じ
た
事

に
よ
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

第
３
回
定
例
会

●
業
務
委
託
契
約
の
締
結

　
町
防
災
行
政
無
線
設
備

に
つ
い
て
、
整
備
年
数
の

経
過
と
共
に
更
新
の
必
要

が
生
じ
た
事
に
よ
り
、
今

回
シ
ス
テ
ム
操
作
卓
を
更

新
す
る
も
の
で
す
。

　
契
約
の
相
手
方
は
、
大

阪
市
の
沖
電
気
工
業
株
式

会
社
関
西
支
社
で
、
契
約

額
は
５
７
７
５
万
円
で

す
。　
　
　
（
賛
成
全
員
）

●
町
道
路
線
の
認
定

　
中
津
川
地
内
を
通
る
県

道
玄
子
小
松
原
線
の
バ
イ

パ
ス
ル
ー
ト
開
通
に
伴

い
、
旧
県
道
を
町
道
と
し

て
認
定
し
、
町
道
中
津
川

線
と
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
町
道
路
線
の
認
定

　
土
生
地
内
の
県
道
江
川

小
松
原
線
沿
い
か
ら
Ｊ
Ｒ

紀
勢
本
線
藤
井
踏
切
を
経

由
し
て
御
坊
市
へ
通
じ
る

道
路
に
つ
い
て
、
現
状
は

通
学
路
や
農
道
と
し
て
利

用
さ
れ
て
お
り
、
今
回
路

線
整
備
を
行
う
に
あ
た

り
、
新
た
に
町
道
と
し
て

認
定
し
、
町
道
土
生
藤
井

線
と
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問

町
道
の
中
央
に
御

こ
ん
な
質
疑
を

　
　
行
い
ま
し
た

第
３
回
臨
時
会

　７月2８日に第３回臨時会が開かれ、提出のあった補正予算２件を
原案のとおり可決しました。
　９月８日から９月１４日まで第３回定例会が開かれ、業務委託契約
の締結１件、町道路線の認定２件、条例の制定１件・改正２件、補正予
算４件を全て原案のとおり可決しました。同時に提案された令和４年
度一般会計等の決算認定は、「決算特別委員会」を設置し、閉会中
に審査することになりました。
　議会からは条例の制定１件、意見書２件を提案し、すべて可決しま
した。
　また、所管の常任委員会に付託されていた請願１件は、不採択と
しました。
　一般質問は、３議員が行い、町執行部の取り組み等を問いました。
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認定された土生藤井線

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答

ど
ん
な
申
請
を
対

象
に
す
る
か
は
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も

住
民
の
利
便
性
を
考
え
て

い
き
た
い
。

問

住
民
の
利
用
に
格

差
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
虚
偽
の
申
請
も
心

配
で
は
。

答

丁
寧
で
か
つ
慎
重

な
対
応
を
し
て
い
く
。

●
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
症
法
上
の

位
置
付
け
が
２
類
相
当
か

ら
５
類
に
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
職
員
が
行
う
対
策

業
務
に
係
る
防
疫
業
務
等

手
当
の
特
例
を
廃
止
す
る

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問

コ
ロ
ナ
は
特
例
で

あ
っ
た
が
、
２
類
相
当
の

感
染
症
の
規
程
は
他
に
あ

る
の
か
。

答

家
畜
伝
染
病
及
び

し
た
行
政
の
推
進
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　
行
政
手
続
等
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
可
能
と
し
、
町

民
の
利
便
性
の
向
上
や
行

政
運
営
の
簡
素
化
・
効
率

化
を
図
る
事
を
目
的
に
制

定
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
８
名
）

問

今
ま
で
書
面
や
対

面
で
申
請
し
て
い
た
も
の

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
行

政
の
都
合
の
良
い
運
用
に

坊
市
と
の
行
政
界
が
あ
る

が
、
整
合
性
は
ど
う
か
。

答

半
分
が
御
坊
市
の

市
道
と
な
っ
て
い
る
が
、

区
域
を
超
え
て
日
高
川
町

の
町
道
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
市
議
会
で
可
決
さ

れ
て
い
る
。

問

今
後
の
拡
幅
工
事

は
ど
う
す
る
の
か
。

答

日
高
川
町
側
へ
拡

幅
を
考
え
て
い
る
。

●
情
報
通
信
技
術
を
活
用

結
核
な
ど
の
作
業
手
当
が

あ
る
。

問

普
通
手
当
の
対
応

と
す
る
の
か
。

答

本
町
で
は
、
こ
の

間
特
例
に
基
づ
い
た
支
給

実
績
は
な
く
、
通
常
の
手

当
で
対
応
し
て
き
た
。

●
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

　
国
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
交
付
金
の
対
象
と
な

る
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
定

め
る
通
知
の
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
放
課
後
児
童

支
援
員
認
定
資
格
研
修
に

関
す
る
要
件
を
緩
和
す
る

も
の
で
す
。（
賛
成
全
員
）

問

ど
う
い
っ
た
理
由

で
す
る
の
か
。

答

本
町
で
は
、
26
名

の
支
援
員
が
従
事
し
て
い

る
が
、
な
り
手
不
足
が
深

刻
で
、
現
役
世
代
の
従
事

を
促
し
た
い
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
２
億
５
１
０
２
万
１

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
97
億
５
７

３
４
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　
主
な
内
容
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
事
業
費
の
減

額
、
か
わ
べ
天
文
公
園
高

圧
受
電
設
備
等
改
修
工

事
、
町
営
住
宅
契
約
解
除

等
に
係
る
費
用
、
川
辺
地

区
新
設
小
学
校
駐
車
場

（
和
佐
小
学
校
前
）
の
用

地
購
入
及
び
整
備
工
事
、

早
蘇
中
学
校
仮
設
校
舎
設

置
工
事
等
の
費
用
を
計
上

し
た
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問

地
球
温
暖
化
防
止

実
行
計
画
策
定
委
員
会
の

構
成
員
は
ど
う
す
る
の
か
。

答

委
員
９
名
の
内
訳

と
し
て
、
議
会
議
員
の
代

表
関
係
機
関
、
各
種
団
体

の
代
表
者
、
学
識
経
験
者

で
構
成
す
る
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
実
行

計
画
の
区
域
施
策
編
、
そ

れ
に
伴
い
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
目
標
を
今

年
度
で
定
め
て
い
く
計
画

だ
。問

戸
籍
住
基
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
用
の

プ
リ
ン
タ
ー
の
購
入
の
内

容
は
。

答

今
回
更
新
に
よ
り
、

４
台
を
購
入
す
る
。
財
源

は
す
べ
て
国
庫
補
助
金
で

あ
る
。

問

天
文
公
園
の
高
圧

受
電
設
備
の
改
修
工
事
費

３
千
万
円
の
説
明
を
。

答

公
園
の
全
体
整
備

計
画
の
一
環
で
、
老
朽
化

に
よ
る
更
新
だ
。

　

国
庫
支
出
金
と
し
て
、

半
額
の
１
５
０
０
万
円
を

計
上
し
て
い
る
。

問

早
蘇
中
学
校
仮
設

校
舎
設
置
工
事
に
つ
い

て
、
仮
設
と
い
う
か
ら
に

は
、
校
舎
の
本
体
工
事
後

は
解
体
す
る
の
か
。

答

本
校
舎
が
６
年
度
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和佐小学校バスターミナル・駐車場予定地（田部分）

中
に
完
成
す
る
と
、
７
年

度
に
は
解
体
す
る
。

問

和
佐
小
学
校
の
駐

車
場
整
備
に
つ
い
て
、
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
だ
け
で
な

く
、
駐
車
場
と
し
て
の
活

用
も
考
え
て
い
る
の
か
。

答

職
員
・
一
般
用
の

駐
車
場
と
し
て
も
一
部
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
５
８
２
万
４
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
14
億
５
４
１
２
万

１
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　
療
養
給
付
費
等
負
担
金

の
償
還
金
等
に
よ
る
も
の

で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
２
６
４
万
６
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
３
億
９
９
０
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

へ
の
保
険
料
負
担
金
を
計

上
し
た
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
５
４
９
０
万
６
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
14
億
８
６
６
２

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　
返
還
金
の
発
生
に
よ
る

も
の
で
す
。（

賛
成
全
員
）

議
会
の
条
例
制
定

●
議
会
議
員
の
請
負
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　
地
方
自
治
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
議
会
議
員
の

請
負
に
関
す
る
規
制
の
緩

和
が
な
さ
れ
た
た
め
、
新

た
に
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

　
内
容
は
、
各
会
計
年
度

に
お
い
て
、
支
払
い
を
受

け
る
請
負
の
対
価
の
総
額

が
、政
令
で
定
め
る
額（
３

０
０
万
円
）
を
超
え
な
い

場
合
、
議
員
個
人
に
よ
る

町
と
の
請
負
が
、
規
制
の

対
象
か
ら
除
か
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
条
例
の
概
要
は
、
議
長

へ
の
前
年
度
の
請
負
に
関

す
る
報
告
、
報
告
の
一
覧

の
作
成
及
び
公
表
、
報
告

の
保
存
及
び
閲
覧
等
、
全

５
条
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
施
行
期
日
は
、

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら

で
す
。　
　
（
賛
成
全
員
）

産
建
厚
生
常
任
委
員
会

物
価
高
騰
に
見
合
う
年

金
額
引
き
上
げ
を
求
め
る

請
願
書

■
請
願
者

全
日
本
年
金
者
組
合

日
高
支
部

支
部
長　
橋
本　
武
人

紹
介
議
員　
原　
　
孝
文

■
委
員
会
の
意
見

現
行
の
年
金
制
度
は
、

現
役
世
代
が
納
め
る
保
険

料
に
よ
り
、
高
齢
者
等
の

年
金
給
付
を
賄
う
と
い
う

世
代
間
の
支
え
合
い
を
基

本
と
し
た
財
政
方
式
で
運

営
さ
れ
、
年
金
額
は
、
毎

年
物
価
や
賃
金
に
応
じ
て

改
定
さ
れ
る
。

委
員
会
で
は
、
年
金
支

給
額
の
決
定
は
、
年
金
の

給
付
水
準
を
調
整
す
る
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
と
い

う
措
置
に
よ
り
抑
え
ら
れ

て
い
る
た
め
、
今
般
の
物

価
高
騰
で
年
金
受
給
者
の

生
活
は
厳
し
く
、
物
価
上

昇
及
び
生
活
実
態
に
見

合
っ
た
年
金
額
の
引
き
上

げ
を
す
べ
き
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
物
価

高
騰
に
よ
る
年
金
支
給
額

の
引
き
上
げ
は
必
要
で
あ

る
が
、
常
時
物
価
上
昇
率

に
よ
る
調
整
を
行
っ
た
場

合
、
物
価
上
昇
率
の
方
が

賃
金
上
昇
率
よ
り
高
い
時

は
賃
金
上
昇
率
に
よ
り
調

整
す
る
改
定
ル
ー
ル
の
た

め
、
賃
金
が
上
が
っ
て
い

な
い
労
働
者
か
ら
徴
収
す

る
保
険
料
を
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

よ
っ
て
常
時
物
価
上
昇

率
に
よ
り
調
整
す
れ
ば
、

働
く
世
代
の
保
険
料
負
担

が
過
分
と
な
る
こ
と
や
財

源
の
確
保
を
懸
念
す
る
と

の
意
見
が
過
半
数
を
占

め
、
慎
重
審
議
の
上
、
採

決
の
結
果
、
本
請
願
は
賛

成
少
数
で
「
不
採
択
」
と

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
も
、

賛
成
少
数
で
「
不
採
択
」

と
し
た
。

請
願・陳
情
等
の
審
査
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上程議案
※全賛…全員賛成で同意・承認・可決・認定・採択
　賛多…賛成多数で同意・承認・可決・認定・採択
　賛少…賛成少数で不同意・不承認・否決・不認定・不採択

結　
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

山
本  

喜
平

堀　

  

辰
雄

入
口  　
誠

井
藤  
満
人

熊
谷  
重
美

龍
田  

安
廣

山
本  

芳
徳

伊
奈  

禎
胤

山
本  

啓
司

堀
江  

才
二

吉
本  

賢
次

原　

  

孝
文

第
3
回
臨
時
会

専決処分・補正予算

（
注
）
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
、「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
。

令和５年度一般会計補正予算（第３号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第
3
回
定
例
会

条例の制定・改正
情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定 賛多 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ●
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補正予算
令和５年度一般会計補正予算（第４号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
その他
業務委託契約の締結 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町道路線の認定（中津川線） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町道路線の認定（土生藤井線） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願
物価高騰に見合う年金額引き上げを求める請願 賛少 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

発議
議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

風力発電事業に対する安全基準の創設を求める意見書の提出 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

防災・減災、国土強靱化等に資する
社会資本整備の推進を求める意見書の提出 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算
令和４年度一般会計歳入歳出決算の認定

　決算特別委員会を設置して付託
　委員は、議長・監査委員を除く議員10名

　委 員 長：堀江才二議員
　副委員長：堀　辰雄議員

令和４年度笠松農業用水及び
公共用水管理運営特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度国民健康保険事業川上診療所特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度国民健康保険事業寒川診療所特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度川上財産区特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度寒川財産区特別会計歳入歳出決算の認定
令和４年度水道事業会計決算の認定

第3回臨時会・第3回定例会 審議内容と議員の賛否 ○：賛成  ●：反対  欠：欠席
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町政の
　今を問う！

一般質問

３議員が７項目の質問を行いました。

ページ 質問者 質　問　事　項

6 山本喜平 議員
・町は風力発電を推進する立場なのか
・林道日高中央線計画に対する町の姿勢は
・町の災害見舞金制度はどうなっているのか

8 井藤満人 議員 ・米作り農家の現状把握により、今後の対策を

8 原　孝文 議員
・印南・日高川風力発電計画への県知事意見の受けとめは
・風力発電における林地開発許可の同意要件は
・クビアカツヤカミキリの対策は

町
は
風
力
発
電
を

推
進
す
る
立
場
な
の
か

住
民
へ
の
情
報
周
知
や

説
明
会
場
の
提
供
を
支
援

1問

町
は
、
事
業
者
が

開
催
す
る
説
明
会
場
と
し

て
町
の
施
設
を
使
用
さ
せ

た
り
、
環
境
影
響
評
価
に

関
す
る
書
類
の
縦
覧
に
役

場
の
施
設
を
提
供
す
る
こ

と
が
、
風
力
発
電
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
だ
と
説
明

し
て
き
た
が
間
違
い
な
い

か
。町

は
、
周
辺
も
含
め
た

地
域
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
風
力
発
電
事
業
を

推
進
す
る
考
え
な
の
か
。

勉
強
会
に
お
い
て
、
風

力
発
電
か
ら
の
低
周
波
音

に
よ
る
健
康
被
害
は
、
科

学
的
知
見
に
乏
し
い
と
の

話
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

騒
音
に
よ
る
健
康
被
害
へ

の
影
響
は
、
予
防
原
則
に

従
っ
て
回
避
す
る
こ
と
は

可
能
だ
と
理
解
し
た
が
、

町
長
は
ど
う
思
っ
た
の
か
。

答

町
の
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
配
慮
書

や
方
法
書
の
縦
覧
、
住
民

説
明
会
の
情
報
を
掲
載
す

る
な
ど
、
住
民
へ
の
周
知

を
支
援
し
、
事
業
者
に
は

説
明
す
る
場
所
を
提
供
し
、

住
民
に
説
明
を
聞
い
て
も

ら
え
る
よ
う
支
援
し
て
い

山本 喜平 議員
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た
い
と
考
え
る
。
経
費

を
予
算
化
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。

坂野川地内から見る印南町境界（下は畑ケ瀬橋）

林
道
日
高
中
央
線
計
画

に
対
す
る
町
の
姿
勢
は

促
進
協
議
会
を
再
開
し
、事
業
を
推
進

2 る
。災

害
や
健
康
被
害
が
な

い
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、

地
権
者
や
地
元
区
の
同
意

が
得
ら
れ
れ
ば
、
反
対
す

る
理
由
が
な
い
。

事
業
者
に
は
し
っ
か
り

と
調
査
を
す
る
よ
う
申
し

入
れ
た
い
。
大
き
な
影
響

が
出
る
よ
う
な
結
果
と
な

れ
ば
、
予
防
原
則
に
従
い
、

事
業
者
に
対
し
意
見
を
し

て
い
き
た
い
。

龍
神
村
小
家
地
内
、
延
長

は
20
・
３
km
、
全
幅
員
５

ｍ
、
全
体
概
算
事
業
費
は

約
60
億
円
程
度
と
県
よ
り

聞
い
て
い
る
。

こ
の
林
道
は
、
森
林
整

備
と
基
幹
道
と
し
て
の
役

目
が
あ
る
。
決
し
て
風
力

発
電
建
設
用
の
道
路
や
事

業
者
に
応
じ
た
林
道
と
は

な
ら
な
い
。

林
道
の
全
体
計
画
書
作

問

自
然
災
害
に
よ
る

住
家
の
全
壊
、
全
焼
ま
た

は
流
出
、
半
壊
、
半
焼
、

浸
水
、
死
亡
及
び
行
方
不

明
、
負
傷（
重
症
）な
ど
に

対
す
る
見
舞
金
規
程
は
整

備
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
自
然
災
害
以
外

の
住
家
の
全
壊
、
全
焼
、

半
壊
、
半
焼
な
ど
に
も
見

舞
金
が
規
定
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答

合
併
時
の
平
成
17

年
５
月
１
日
か
ら
「
人
家

等
火
災
及
び
風
水
害
に
係

る
災
害
見
舞
金
支
給
要

綱
」
を
施
行
し
、
こ
れ
ま

で
要
綱
の
一
部
を
２
回
改

訂
し
て
い
る
。

要
綱
の
内
容
と
し
て
、

人
家
等
に
直
接
影
響
の
あ

る
火
災
及
び
風
水
害
に
よ

る
災
害
で
、
そ
の
復
旧
に

国
ま
た
は
県
の
補
助
を
受

け
ら
れ
ず
、
関
係
者
が
独

自
で
復
旧
を
行
い
、
町
が

救
済
対
策
を
必
要
と
認
め

た
者
に
対
し
、
見
舞
金
の

額
の
支
給
範
囲
を
規
定
し

て
い
る
。

現
行
の
要
綱
で
は
、
火

災
及
び
風
水
害
を
原
因
と

す
る
災
害
と
規
定
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
以
外
の
自

然
災
害
や
自
然
災
害
以
外

に
起
因
す
る
被
害
に
対
す

る
見
舞
金
や
行
方
不
明
、

負
傷（
重
症
）は
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
想

定
で
き
る
範
囲
を
検
討
し
、

要
綱
の
一
部
改
正
に
努
め

た
い
。

問

計
画
に
つ
い
て
、

県
と
関
係
す
る
市
町
な
ど

に
よ
る
協
議
が
行
わ
れ
た

よ
う
だ
が
、
始
点
と
終
点
、

延
長
と
幅
員
、
事
業
費
は

ど
う
か
。

印
南
・
日
高
川
風
力
発

電
事
業
の
実
施
区
域
に
林

道
を
開
設
す
る
と
、
風
力

発
電
建
設
用
の
道
路
と
な

り
、
林
道
と
し
て
の
目
的

か
ら
は
ず
れ
る
の
で
は
な

い
か
。

林
道
開
設
と
風
力
発
電

建
設
で
発
生
す
る
大
量
の

残
土
に
つ
い
て
、
盛
土
で

き
る
場
所
を
実
施
区
域
内

に
確
保
で
き
る
の
か
。

林
道
日
高
中
央
線
計
画

に
対
す
る
考
え
方
は
ど
う

か
。答

始
点
は
本
町
大
滝

川
地
内
、
終
点
は
田
辺
市

成
は
今
後
の
業
務
に
な
り
、

残
土
処
理
計
画
も
で
き
て

い
な
い
。
風
力
発
電
建
設

工
事
に
つ
い
て
も
、
把
握

し
て
い
な
い
状
況
だ
。

県
と
連
携
し
な
が
ら
、

早
急
に
促
進
協
議
会
の
再

開
を
促
し
、
事
業
推
進
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
紀
中
森
林
組
合
も
、

事
業
推
進
に
前
向
き
だ
と

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

町の災害見舞金制度は
どうなっているのか
要綱を一部改正し、想定できる範囲を
検討したい

3
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稲刈り作業

か
ら
次
の
方
策
を
考
え
、

具
体
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き

取
り
調
査
が
必
要
で
は
な

い
か
。

地
域
単
位
で
農
業
法
人

の
設
立
に
向
け
た
指
導
や

助
成
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

早
期
の
対
策
を
望
む
と

と
も
に
、
そ
の
た
め
の
検

討
チ
ー
ム（
職
員
）の
編
成

問

米
作
り
農
家
だ
け

で
は
な
い
が
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
が
進
み
、
大

変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

町
長
の
認
識
を
問
う
。

一
戸
単
位
の
米
作
農
業

が
で
き
な
い
か
。

答

農
家
数
の
推
移
や

経
営
耕
地
面
積
は
、
平
成

12
年
か
ら
令
和
２
年
ま
で

の
20
年
間
で
、
農
家
数
・

経
営
耕
作
面
積
と
も
約
４

割
減
少
し
て
い
る
。　

国
の
法
改
正
に
伴
い
、

地
域
の
将
来
農
業
の
在
り

方
、
農
地
の
効
率
的
・
合

理
的
な
利
用
に
関
す
る
目

標
を
定
め
た
地
域
計
画
を

作
成
す
る
た
め
、
事
前
調

査
を
行
い
、
農
地
の
状
況

を
地
図
化
す
る
た
め
に
聞

き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い

る
。農

業
法
人
の
設
立
は
、

問

当
計
画
に
つ
い
て

の
県
知
事
意
見
は
、
非
常

に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

影
響
分
野
の
各
専
門
家

の
意
見
を
踏
襲
し
た
内
容

で
、
計
画
地
は
「
規
模
の

大
き
な
風
力
発
電
事
業
に

は
著
し
く
適
さ
な
い
」
と

結
論
づ
け
て
い
る
。

経
営
の
複
雑
化
は
あ
る
が
、

設
立
の
動
き
が
あ
れ
ば
町

も
協
力
す
る
。
農
家
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
前
向

き
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
対
応
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
上
で
、
全
般
的
な

計
画
の
抜
本
見
直
し
を
求

め
、
そ
れ
で
も
影
響
を
回

避
ま
た
は
十
分
低
減
で
き

な
い
場
合
は
、
事
業
の
廃

止
を
求
め
て
い
る
。
こ
の

知
事
意
見
を
町
と
し
て
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

計
画
に
は
、
関
係
地
域

住
民
の
過
半
数
の
反
対
署

名
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
趣
旨
は
知
事
意
見
と

ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
業
者

が
い
く
ら
影
響
の
低
減
を

図
ろ
う
と
し
て
も
本
質
は

変
わ
ら
な
い
。
地
域
住
民

の
不
安
や
懸
念
の
解
消
は

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答

結
論
は
厳
し
い
意

見
と
認
識
し
て
い
る
が
、

個
別
事
項
へ
の
意
見
は
、

一
般
的
な
も
の
と
思
う
。

今
後
調
査
を
実
施
し
、

事
業
の
縮
小
や
影
響
を
回

避
ま
た
は
十
分
に
低
減
で

き
な
い
場
合
に
は
、
事
業

の
廃
止
も
あ
り
得
る
が
、

計
画
の
見
直
し
次
第
と
考

え
て
い
る
。

住
民
の
不
安
の
解
消
は

難
し
い
と
思
う
が
、
十
分

な
説
明
に
努
め
る
よ
う
業

者
に
求
め
た
い
。

米作り農家の現状把握
により、今後の対策を

農家の意見も聞きながら前向きに対応する
1

印
南・日
高
川
風
力
発

電
計
画
へ
の
県
知
事
意

見
の
受
け
と
め
は

厳
し
い
も
の
だ
が
、

今
後
の
計
画
見
直
し
次
第

1

井藤 満人 議員

原　孝文 議員
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ミンチ状フラス

（和歌山県提供）

幼虫

問

県
に
お
け
る
林
地

開
発
許
可
基
準
の
中
で
、

災
害
の
防
止
、
水
害
の
防

止
、
水
の
確
保
、
環
境
保

全
の
４
つ
の
基
準
か
ら
見

た
印
南
・
日
高
川
風
力
発

電
計
画
へ
の
町
の
見
解
を

問
う
。

風
力
発
電
施
設
の
環
境

へ
の
影
響
は
、
他
の
事
業

と
比
べ
て
広
範
囲
に
及
ぶ
。

県
は
、
許
可
に
必
要
な

地
域
住
民
の
同
意
が
ど
の

範
囲
ま
で
必
要
か
は
、
町

の
判
断
に
委
ね
る
と
し
て

い
る
。

地
主
や
開
発
が
さ
れ
る

地
区
の
同
意
は
も
と
よ
り
、

隣
接
や
隣
々
接
の
区
や
住

民
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

と
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

同
意
要
件
に
つ
い
て
、
町

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答

開
発
業
者
よ
り
許

可
申
請
が
あ
れ
ば
、
内
容

に
つ
い
て
４
基
準
を
考
慮

し
た
町
の
意
見
書
を
提
出

し
た
い
。

　
同
意
範
囲
は
、
特
に
町

に
判
断
を
委
ね
ら
れ
て
い

る
も
の
で
は
な
く
、
県
の

判
断
と
な
る
。
地
権
者
及

び
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ

の
あ
る
事
業
区
域
に
隣
接

す
る
地
権
者
や
住
民
等
の

代
表
者
、
水
利
権
等
の
利

害
関
係
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
低
周
波
音
な
ど
音
の
影

響
に
つ
い
て
は
分
か
り
づ

ら
い
も
の
が
あ
る
が
、
影

響
を
受
け
な
い
形
で
な
い

と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

問

梅
は
本
町
の
農
家

に
と
っ
て
重
要
な
作
目
で

あ
り
、
桜
は
山
地
景
観
な

ど
住
民
の
癒
や
し
の
存
在

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
食
い
荒
ら
す
特
定
外
来

生
物
の
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
の
出
現
は
脅
威
と

言
え
る
。

　
町
内
の
被
害
発
生
状
況

を
調
査
し
て
い
る
の
か
。

　
調
査
と
対
策
は
、
県
や

農
家
ま
か
せ
と
な
っ
て
い

な
い
の
か
。
成
虫
、
幼
虫

の
駆
除
や
一
斉
防
除
の
徹

底
な
ど
、
町
と
し
て
す
べ

き
と
考
え
る
対
策
を
実
行

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

早
い
対
策
が
大
事
で
、

放
置
梅
園
や
山
に
自
生
す

る
桜
へ
の
対
応
も
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

幼
虫
が
、
バ
ラ
科

の
生
木
の
内
部
を
食
い
荒

ら
し
て
枯
死
さ
せ
る
。
産

卵
数
が
平
均
３
５
０
個
と

多
く
、
繁
殖
力
が
強
い
。

　
現
在
、
13
都
道
府
県
で

被
害
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

本
町
で
も
本
年
に
成
虫
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
や
県
を
中
心
に
対

策
を
し
て
い
る
が
、
初
期

段
階
で
の
対
応
が
大
事

で
、
薬
剤
散
布
に
よ
る
成

虫
防
除
、
ス
プ
レ
ー
剤
に

よ
る
幼
虫
駆
除
が
効
果
的

だ
。
農
家
に
は
、
こ
ま
め

な
巡
回
を
お
願
い
し
て
お

り
、
駆
除
と
報
告
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

クビアカツヤカミキリ
の対策は
こまめな巡回で駆除するとともに報告を
3

風
力
発
電
に
お
け
る

林
地
開
発
許
可
の

同
意
要
件
は

影
響
を
受
け
る
範
囲
と
思
っ
て
い
る

2

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
特
徴
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と
、
そ
の
西
側
の
御
坊
市

か
ら
日
高
町
エ
リ
ア
を
新

規

に
計
画
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

　

今
年
も
日
中
は
、と
て
も

暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
。暑

さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と
言
わ

れ
ま
す
が
、彼
岸
が
来
る
と

必
ず
彼
岸
花
が
咲
き
ま
す
が
、

今
年
も
よ
く
咲
き
ま
し
た
。

　

例
年
だ
と
、９
月
や
10
月

は
台
風
が
い
く
つ
か
わ
が
町

　現在、日高川町内において、風力発電所の建設が計画中である。
　日高川町では、２０２１年１１月２９日に「日高川町ゼロカーボンシティ宣
言」を行い、２０５０年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにすべく、蓄電シ
ステム等の新しいエネルギー技術の普及促進に取り組むことを宣言した。
　このような流れからすると、日高川町においても、二酸化炭素排出削減
に有効な風力発電所の設置に積極的に協力していくことが望ましいと考
える。
　ところが、風力発電所を設置するにあたっては、発電所から発する低周
波による健康被害を懸念する住民もいる。
　そもそも風力発電所の設置に対しては、森林法等の規制はあるものの、
低周波が住民に与える健康被害については、明確な基準が設けられてい
ない。このため、風力発電所が発する低周波による健康被害を懸念する
住民から、風力発電所設置に対して、強い反対が起こり、事業の円滑な推
進に支障が生じている状況である。
ゼロカーボンシティを宣言した町として、二酸化炭素排出削減に資する風
力発電所の設置を推進する立場に鑑みると、発電所周辺住民の不安を払
拭するよう、低周波による健康被害に対し、具体的な安全基準・ガイドラ
インを設けるべきである。
よって、国に対し、風力発電所設置において、低周波による健康被害に対
する具体的な安全基準の創設を求める。
　
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和５年９月１４日　
和歌山県日高川町議会

（提出先）
衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　経済産業大臣　環境大臣

本年６月の台風２号に伴う豪雨により和歌山県北部を中心とした地域が大きな浸水被害を受けたように、近年では全国どこでも
激甚な豪雨災害に見舞われてもおかしくない状況である。日高川町においても、平成２３年の台風１２号による紀伊半島大水害で
二級河川日高川が氾濫し、河川、道路、橋梁等に甚大な被害を受け、長期間にわたり復旧・復興を図る「事後対策」を余儀なく
されてきたが、依然、脆弱な箇所が多く残されている。また近年、各地で頻発化・激甚化する台風や線状降水帯に伴う集中豪雨
等による甚大な災害発生は、全国の例に漏れず、これまで以上に、災害に対する事前の備えとして、被害を最小化して迅速に回
復する、「強さとしなやかさ」を備えた安全、安心な町土・地域・経済社会を構築することが求められている。

日高川町では、特に４１１橋もの管理橋梁があり、既存インフラ施設が次第に老朽化する中、平成 30 年度補正予算からの「３
か年緊急対策」及び令和 2 年度補正予算からの「５か年加速化対策」により、危険箇所への事前対策を推進してきたところであ
るが、未だ道半ばであり、住民の命と財産を守るため、より一層の対策が必要である。

さらに、本年５月に新型コロナウイルス感染症が５類感染症に位置づけられたことで、３年の長きに渡る「コロナ禍」もようやく
終息が見え、様々な社会経済活動が再び活発化してきている。特に地方では観光産業の復活に期待が大きく、国内外からの来訪
者に安心で安全な旅行先として本町を選んでもらうためにも、自然災害への備えをより一層充実させることが必須である。

　
以上のことから、国において下記の事項に特段の措置を講じられるよう強く要望する。

記

１．防災・減災、国土強靱化や地方創生に資する社会資本整備を推進するため、地方自治体への補助事業、防災・安全交付金
及び社会資本総合交付金について必要な予算を確保すること。

２．「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」を推進するために必要な予算を例年以上の規模で確保すること。
３．本年６月に成立した改正国土強靱化基本法を踏まえ、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」終了後も、

引き続き国土強靱化を推進するため、必要な予算が安定的に別枠で確保されるよう措置を講じること。
４．令和５年度においても、地方自治体ができるだけ早い時期に補正予算案が組めるよう、政府において国土強靱化予算を含

む経済対策を早急にとりまとめ、一刻も早く補正予算を成立させること。その際、臨時交付金による地方負担軽減策をあ
わせて講ずること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
令和５年９月１４日　
和歌山県日高川町議会

（提出先）
衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　農林水産大臣　国土交通大臣　内閣官房長官　内閣府特命担当大臣（防災）

に
や
っ
て
く
る
の
が
、今
年
は

１
回
も
来
て
い
ま
せ
ん
。異

常
な
ほ
ど
の
日
中
の
暑
さ
の

影
響
で
し
ょ
う
か
。い
ず
れ
に

し
て
も
、台
風
が
来
な
く
て

良
か
っ
た
と
言
え
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
２
類
か
ら
５
類
へ
移

行
と
な
り
、４
年
振
り
の
秋

祭
り
が
わ
が
町
に
お
い
て
も

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
景

気
に
い
ろ
い
ろ
な
方
面
で
元

気
づ
け
ば
い
い
の
に
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、10
月
１
日
よ
り
日

高
川
で
は
ハ
メ
漁
が
始
ま
り

ま
し
た
。こ
れ
も
秋
の
風
物

詩
で
あ
り
ま
す
。今
年
も
豊

漁
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
紙
の
写
真
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
覧

下
さ
い
。

　
　
　
（
龍
田　
安
廣
）

風力発電事業に対する安全基準の創設を
求める意見書

防災・減災、国土強靱化等に資する社会資本整備の推進を求める意見書

意見書を国会と政府の関係機関へ提出しました


